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3 部門で世界大会出場決定

いざ、カリフォルニアへ！！

 
 

二
〇
一
六
年
十
月
二
九
日
・
三
〇
日
に
大
分
市
で
２

０
１
６
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会i

n

お
お
い
た
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
監
督
・
コ
ー
チ
の
方
々
や
九
州
に
お
住
ま
い

の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
も
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
以
下
、
大
会
成
績
で
す
。

女
子
単
独
級
拳
士
の
部 

田
尻
（
法
２
）　

最
優
秀
賞

男
女
級
拳
士
の
部　

 
 
 

武
内
（
理
工
２
）
・
羽
賀
（
法
２
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

優
良
賞

女
子
初
段
の
部 

 
 
 
 
 
 

山
﨑
（
商
３
）
・
北
村
（
商
２
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敢
闘
賞

女
子
二
段
の
部 

 
 
 
 
 
 

竹
林
（
商
４
）
・
山
田
（
社
会
４
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敢
闘
賞

男
子
四
段
以
上
の
部 

 
 

辻
村
コ
ー
チ
（
４
６
代
）
・
大
野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ん
（
京
都
八
幡
）　

敢
闘
賞

一
般
団
体
の
部 

 
 
 
 
 
 

京
都
（
竹
林
・
森
安
・
山
田
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
﨑
・
北
村
・
田
尻
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
・
柴
原
）　

優
良
賞

　

右
記
の
赤
字
で
記
載
し
た
３
部
門
で
世
界
大
会
出
場

の
切
符
を
手
に
し
、
合
計
６
部
門
で
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
全
国
大
会
と
全
日
本
学
生
大
会
の
日
程

が
１
週
間
し
か
間
が
な
い
た
め
、
例
年
よ
り
早
め
の
九

月
か
ら
調
整
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
四
年
に
一

度
の
世
界
大
会
に
繋
が
る
今
大
会
で
、
参
加
者
も
多
い

な
か
堂
々
た
る
成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

世
界
大
会
は
二
〇
一
七
年
七
月
二
九
日
・
三
十
日
に

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
マ
テ
オ
で
行
わ
れ
、
我

が
部
か
ら
１
０
名
の
部
員
が
出
場
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

現
役
一
同
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第５０回全日本学生大会 　

十
一
月
六
日
に
東
京
の
日
本
武
道
館
に
て
全
日
本
学
生

大
会
が
開
催
さ
れ
、
単
独
演
武
の
部
で
田
尻
（
法
２
）
が

最
優
秀
賞
、
男
女
二
段
以
上
の
部
で
田
中
（
ス
ポ
健
３
）

柴
原
（
ス
ポ
健
１
）
が
六
位
、
女
子
団
体
が
三
位
、
立
合

評
価
法
男
子
軽
量
級
の
部
で
は
山
本
（
経
済
４
）
が
四
位

を
受
賞
し
ま
し
た
。
女
子
団
体
は
六
年
連
続
の
入
賞
で
、

常
連
校
の
一
つ
で
す
。
田
尻
（
法
２
）
は
創
部
初
の
今
大

会
二
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
同
期
の
中

で
も
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の
彼
女
は
、
今
年
の
目
標
に
世
界

大
会
優
勝
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

大
会
前
日
に
は
、

毎
年
恒
例
の
関
東
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
が
開
催
さ

れ
、
沢
山
の
方
々
と

交
流
し
ま
し
た
。

　　三山木幼稚園との交流がＮＨＫに！ 　

九
月
一
九
日
に
三
山
木
幼
稚
園
と
我
が
部
と
の
交
流
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
前
か
ら
始
め
た

大
学
周
辺
の
清
掃
活
動
が
三
山
木
幼
稚
園
と
の
交
流
に
繋
が

り
、
今
回
は
ご
縁
が
あ
り
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

取
材
当
日
は
、
マ
ッ
ト
運
動
で
身
の
守
り
方
を
教
え
、
最

後
に
部
員
が
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。
園
長
先
生
は
『
園
児

に
は
今
の
う
ち
か
ら
様
々
な
人

と
接
し
て
多
く
の
事
を
感
じ
て

欲
し
い
。
そ
れ
が
成
長
に
繋
が

る
』
と
仰
っ
て
い
ま
す
。
部
員

に
と
っ
て
も
こ
の
交
流
は
我
が

部
の
活
動
目
的
で
あ
る
『
人
づ

く
り
』
に
向
け
て
重
要
な
活
動

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

が
様
々
な
人
に
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
自
覚
し
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　集合写真

　　　　　　　　　　　女子団体

田尻 (法２)

武内 (理工２)

       羽賀 (法２)

田尻 (法２)



Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
現
役
合
同
練
習
会
ご
出
席
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々

第
３
代　
　

下
林
先
輩

第
４
代　
　

小
川
先
輩
（
名
誉
会
長
）

第
６
代　
　

中
尾
先
輩
（
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
長
）

第
８
代　
　

井
上
先
輩

第
１
０
代　

浅
井
先
輩
・
生
田
先
輩
・
奥
村
先
輩

第
１
２
代　

上
村
先
輩
（
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
副
会
長
）

第
１
５
代　

大
橋
先
輩

第
１
８
代　

鈴
木
先
輩
（
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
副
会
長
）
・
松
本
先
輩

第
２
４
代　

大
庭
先
輩
（
監
査
）
・
細
川
先
輩

第
２
６
代　

安
道
先
輩
（
監
督
）
・
西
村
先
輩

第
３
３
代　

長
谷
川
先
輩

第
３
６
代　

前
川
先
輩
（
コ
ー
チ
）

第
３
７
代　

前
川
先
輩
・
満
尾
先
輩

第
３
８
代　

鈴
木
先
輩
・
中
江
先
輩

第
３
９
代　

阿
部
先
輩

第
４
１
代　

西
原
先
輩
・
藤
岡
先
輩
・
牧
野
先
輩
（
事
務
局
）

第
４
２
代　

山
内
先
輩

第
４
３
代　

山
内
先
輩

第
４
４
代　

井
本
先
輩
・
鳥
本
先
輩

第
４
５
代　

小
西
先
輩
・
廣
井
先
輩
・
村
上
先
輩
（
会
計
）

第
４
６
代　

辻
村
先
輩
（
コ
ー
チ
）

第
４
８
代　

越
智
先
輩

第
４
９
代　

岡
島
先
輩
・
中
村
先
輩
・
福
井
先
輩

第
５
０
代　

落
合
先
輩
・
川
端
先
輩
・
黒
柳
先
輩
・
対
馬
先
輩

　
　
　
　
　

村
谷
先
輩
・
山
本
翔
先
輩
・
山
本
千
先
輩

第
５
１
代　

小
峯
先
輩
・
高
田
先
輩
・
野
田
先
輩
・
森
井
先
輩

第
５
２
代　

奥
西
先
輩
・
上
村
先
輩
・
田
村
先
輩
・
野
田
先
輩

　
　
　
　
　

東
谷
先
輩
・
藤
木
先
輩
・
宮
下
先
輩

　

十
月
九
日
に
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
真
誠
館
少
林
寺

拳
法
部
道
場
に
て
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
現
役
合
同
練
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
練
習
会
・
懇
親
会
を
合
わ
せ
て
『
５
５

名
』
と
い
う
過
去
最
多
の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

練
習
会
は
基
本
練
習
か
ら
始
ま
り
、
相
対
の
移
動
基
本
、
技
術
練
習
、
運
用
法
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
千
本
突
き

を
行
っ
た
後
、
現
役
に
よ
る
演
武
と
立
合
評
価
法
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩
時
間
に
は
、
我
が
部
と
三

山
木
幼
稚
園
の
交
流
の
様
子
が
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
三
次
会
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
や
初
め
て
お
会
い
し
た
方
々
と
懇
親
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

こ
の
部
が
多
く
の
先
輩
方
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

会
は
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
と
っ
て
、
年
に
一
度
の
同
窓
会
の
よ
う
な
場
で
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
来
年
は
よ
り

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
と
の
繋
が
り
を
強
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
指
導
陣
の
皆
さ
ん
に
も
変
化
の
多
い
年
で
し
た
。

　

安
道
亮
監
督
（
第
２
６
代
）
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
京
都
府
の
大
学
ブ
ロ
ッ
ク
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
古
智
哉
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
（
第
３
３
代
）
は
二
〇
一
六
年
十
二
月

十
八
日
に
六
段
へ
、
前
川
明
信
コ
ー
チ
（
第
３
６
代
）
も
二
〇
一
七
年
三
月
一
九
日
に

六
段
へ
共
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

辻
村
吉
隆
コ
ー
チ
（
４
６
代
）
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
四
日
に
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
披
露
宴
や
二
次
会
・
三
次
会
に
ご
出
席
さ
れ
、
改
め
て
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
繋
が
り
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
よ
り
コ
ー
チ
補
佐
と
し
て
他
の
指
導
陣
の
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
た
采

野
早
織
先
輩(

旧
姓
：
多
田)

(

第
４
８
代)

は
、
二
〇
一
六
年
八
月
十
七
日
に
元
気
な
男

の
子
を
ご
出
産
さ
れ
ま
し
た
。
現
役
か
ら
も
お
祝
い
の
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
な
か
時
間
を
作
っ
て
指
導
し
て
く
だ
さ
る
指
導
陣
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
の

関
西
六
連
覇
で
す
。
大
会
シ
ー
ズ
ン
に
は
土
日
二
日
間
を
通
じ
て
道
場
に
来
て
く
だ
さ
る

程
で
す
。
こ
れ
だ
け
指
導
陣
の
方
々
が
熱
を
持
っ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
部
活
も
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
指
導
陣
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
ご
期
待
に
応
え

恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
修
練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
指導陣の方々の近況報告 チームの力！関西総合六連覇！

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
八
日
に
関
西
新
人
大
会
で
総
合
優
勝
し
て
以
来
、
今
年
で
六

年
連
続
の
総
合
優
勝
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
会
二
週
間
前
は
全
体
の
出

来
が
悪
く
正
直
不
安
が
大
き
か
っ
た
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
部
員
全
員
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

修
練
に
臨
み
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
最
終
目
標
を
達

成
で
き
て
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
演
武
で
は
一
〇
組
入
賞
、
運
用

法
で
は
二
組
の
入
賞
者
を
輩
出
で
き
ま
し
た
。

他
大
学
の
方
々
か
ら
も
、
演
武
・
運
用
法
共
に

全
力
で
取
り
組
み
結
果
を
残
す
姿
勢
を
評
価
さ

れ
、
『
同
志
社
が
関
西
を
引
っ
張
っ
て
い
る
』

と
言
っ
て
い
た
だ
き
感
無
量
で
し
た
。

　

今
大
会
も
２
０
名
を
超
え
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方

々
が
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
は
『
七

連
覇
達
成
』
を
目
指
し
て
修
練
に
励
み
ま
す
。


